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実験 1 - 1 では、阻暢開始 5 秒後からの10ストロークを分析対象として、ガム阻暢時における岐合位付近の阻暢パ











実験 1 - 1 より、インプラント群では、ガム岨暢における校合位付近の阻鴫パターンは、おおむね天然歯群と同様





実験 H およびE より、硬性粉砕性を有するピーナ y ツ唱暗において、インプラント群では、阻噴開始から早期に中
心校合位に佼み込む傾向が認められた。さらにインプラント群において、対合歯が天然歯よりもインプラントの場合
に、早期に中心校合位に佼み込む特徴が顕著に認められた。硬性凝集性を有するスルメ旧日爵および軟性弾力性を有す
るグミ日且唱において、インプラント群では、咽時開始から早期に中心校合位に岐み込む傾向が顕著に認められたが、
インプラント補綴部位の対合歯による影響は認められなかった。硬性線維性を有するタクアン阻鴫において、インプ
ラント群では、天然歯群における岨暢の様相と比較的類似しており、インプラント補綴部位の対合歯による影響も認
められなかった。
【結論】
本研究の結果、インプラント補綴において、食品の性状による岨暢運動の様相が天然歯と異なることから、歯根膜
の欠如に由来すると推察される機能的特徴が明らかとなった。
以上より、インプラン卜補綴においては、口腔機能の長期的な維持、安定を目指すとともに、天然、歯列を有する者
と同じような食生活を営めるように、明日爵機能における質的な向上を目指すことができる可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、インプラント補綴において、各種食品阻明時の阻暢運動の様相を観察し、個性正常校合者との比較につ
いて、その機能的特徴を明らかにすることで、インプラント補綴における臨床的な示唆を得ることを目的とした。
本研究の結果、インプラント補綴において、食品の性状による唱晴運動の様相が天然、歯と異なることから、歯根膜
の欠如に由来すると推察される種々の阻噴運動の変化が明らかとなった。
以上の結果に基づいて、インプラント補綴においては、口腔機能の長期的な維持、安定を目指すとともに、天然歯
列を有する者と同じような食生活を営めるように、日且時機能における質的な向上を目指すことができる可能性が示唆
され、本研究は、博士(歯学)の学位請求に値するものと認める D
ハ可
u
?? 2 、
W 
